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(57)【要約】
【課題】股関節近傍の血管が存在する部分を違和感なく
冷やすのに適し、長時間に亘って安静な状態を維持する
ことができる解熱機能付きオムツまたはパンツを提供す
る。
【解決手段】オムツ本体またはパンツ本体の、着用者鼠
蹊部に当接する箇所に、収納袋１４を介して冷却剤１６
を装着した。収納袋１６は、オムツ本体またはパンツ本
体に対して着脱自在に装着してもよい。収納袋は長時間
に亘って防水性を保持できるものが好ましい。冷した状
態で、寝返り等したり、立ち上がって移動してもずれる
ことがなく、長時間に亘って安静な状態を維持できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オムツ本体またはパンツ本体の、着用者鼠蹊部に当接する箇所に、収納袋を介して冷却
剤を装着したことを特徴とする解熱機能付きのオムツまたはパンツ。
【請求項２】
　請求項１に記載の解熱機能付きのオムツまたはパンツにおいて、
　前記収納袋を、前記オムツ本体またはパンツ本体に対して着脱自在に装着したことを特
徴とする解熱機能付きのオムツまたはパンツ。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の解熱機能付きのオムツまたはパンツにおいて、
　前記収納袋は長時間に亘って防水性を保持するものであることを特徴とする解熱機能付
きのオムツまたはパンツ。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の解熱機能付きのオムツまたはパンツにおいて、
　前記オムツ本体またはパンツ本体のウエスト部に、装着者腹部の大半を覆う延出部を設
けたことを特徴とする解熱機能付きのオムツまたはパンツ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、おむつを着用している幼児（乳幼児を含む。以下同じ。）等が発熱した際に
効果的に解熱できる解熱機能付きのオムツまたはパンツに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、解熱用具としては、後頭部を冷やすのに適した枕状のものや、脇の下、股関
節近傍等を冷やすのに適した用具が知られている。例えば、開口部より保冷剤を挿入した
中央の袋と、身体に締付けて取付けるための帯状ベルトとを、面ファスナーを利用して貼
り付け固定してなる解熱用具がある（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２６１６０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　既知の従来の技術には、次のような解決すべき課題があった。
　上記従来の解熱用具は、特に幼児の場合には、装着したとき締付け感等に違和感が生じ
易く、安静な状態を維持するのが困難である。また、冷やした状態で寝返り等したり、立
ち上がって移動した際に、着用箇所からずれ落ちるおそれがあるという問題がある。この
ような問題点は、解熱用具を幼児に着用する上では非常に重要である。
【０００５】
　なお、解熱効果として、頭部を冷やすよりも腋の下や股関節近傍等の太い血管が存在す
る部分を直接冷やすのが、より短時間に解熱できて効果的であることは、医学上経験的に
認められている。
【０００６】
　本発明は、上記従来の課題を解消するためになされたもので、股関節近傍の血管が存在
する鼠蹊部を違和感なく冷やすのに適し、冷した状態で、寝返り等したり、立ち上がって
移動しても着用箇所からずれることがなく、長時間に亘って安静な状態を維持できる、解
熱機能付きのオムツまたはパンツを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　　以下の構成はそれぞれ上記の課題を解決するための手段である。
　〈構成１〉
　オムツ本体またはパンツ本体の、着用者鼠蹊部に当接する箇所に、収納袋を介して冷却
剤を装着したことを特徴とする解熱機能付きのオムツまたはパンツ。
【０００８】
　〈構成２〉
　構成１に記載の解熱機能付きのオムツまたはパンツにおいて、前記収納袋を、前記オム
ツ本体またはパンツ本体に対して着脱自在に装着したことを特徴とする解熱機能付きのオ
ムツまたはパンツ。
【０００９】
　〈構成３〉
　構成１又は２に記載の解熱機能付きのオムツまたはパンツにおいて、前記収納袋は長時
間に亘って防水性を保持するものであることを特徴とする解熱機能付きのオムツまたはパ
ンツ。
【００１０】
　〈構成４〉
　構成１乃至３のいずれかに記載の解熱機能付きのオムツまたはパンツにおいて、前記オ
ムツ本体またはパンツ本体のウエスト部に、装着者腹部の大半を覆う延出部を設けたこと
を特徴とする解熱機能付きのオムツまたはパンツ。
【発明の効果】
【００１１】
　〈構成１の効果〉
　股関節近傍の血管が存在する着用者鼠蹊部を直接冷やすので解熱効果が良好である。し
かも、着用者鼠蹊部を違和感なく冷やすのに適し、冷した状態で、寝返り等したり、立ち
上がって移動しても着用箇所からずれることがなく、長時間に亘って安静な状態を維持で
きる。
　〈構成２の効果〉
　解熱機能を有しない既成のオムツまたはパンツに、解熱機能を簡易に設けることができ
る。また、冷却剤１６および収納袋１４を繰り返し使用することができる。
　〈構成３の効果〉
　冷却剤により発生した水分が外部に漏出しないようにして着用感を安定させる。
　〈構成４の効果〉
　冷却剤による、装着者腹部の冷えを防止するから長時間に亘って安静な状態を維持する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例１の解熱機能付きおむつを示す斜視図である。
【図２】同解熱機能付きおむつを展開して示す平面図である。
【図３】同解熱機能付きおむつで使用する、収納袋に収納した冷却剤を示す断面図である
。
【図４】同解熱機能付きおむつの使用状態を示す正面図である。
【図５】実施例２の解熱機能付きおむつ及びその使用状態を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態を実施例毎に詳細に説明する。
　なお、以下の実施例においては、オムツカバーや使い捨てオムツを含むオムツに適用し
た例で説明をするが、本発明は、これに限られずに、下半身につける下着として使用され
るパンツについても同様の形態で適用できるものとする。
【実施例１】
【００１４】
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　図１は実施例１の解熱機能付きオムツ１０を示す斜視図、図２は同解熱機能付きオムツ
を展開して示す平面図、図３は同解熱機能付きオムツで使用する、収納袋に収納した冷却
剤を示す断面図、図４は同解熱機能付きオムツの使用状態を示す正面図である。
【００１５】
　これらの図に示すように、解熱機能付きオムツ１０は、オムツ本体１２における、着用
者１１の鼠蹊部１３に当接する箇所に、収納袋１４を介して冷却剤１６を装着したもので
ある。ここで、オムツ本体１２とは、主に幼児あるいは介護老人等が使用するオムツであ
って、オムツカバーや使い捨てオムツを含んでいる。また、着用者１１の鼠蹊部１３に当
接する箇所とは、着用者１１の股関節近傍の、比較的太い血管が存在する箇所、またはそ
の近傍を含むものとする。
【００１６】
　冷却剤１６は、着用者１１の鼠蹊部１３に沿って自在に変形できるように適度な可撓性
を有する平面体に形成されており、収納袋１４によって全面が包覆されている。冷却剤１
６の平面部に溝１７が設けられて冷却剤１６の可撓性が増大するようにされている。冷却
剤１６は、低温水、氷、不凍ジェル、凍結ジェル等、状況に応じて周知の冷却部材が使用
される。不凍ジェル、凍結ジェルは、繰り返して冷凍して何度も使用できる。
【００１７】
　冷却剤１６を収納する収納袋１４は、オムツ本体１２に縫い付けられて固定されたり、
あるいは着脱自在に装着される。収納袋１４を着脱自在とする場合には装着面１８に、図
３に示すような面ファスナ、あるいはホック等の適当な接合部材が設けられる。このよう
にすれば、冷却剤１６および収納袋１４だけを持ち運ぶことにより適時使用できるので、
旅先などでも重宝する。
【００１８】
　収納袋１４を着脱自在とすることにより、解熱機能を有しない既成のオムツに、解熱機
能を簡易に設けることができ、また、冷却剤１６および収納袋１４を繰り返し使用するこ
とができる。また、収納袋１４がオムツ本体１２に対して面ファスナ等により装着されて
いるので、着用した際、着用者のウェスト部分が締め付けられることがなく、着用者の体
型に合わせて楽に位置調整でき着脱が便利である。
【００１９】
　収納袋１４は、オムツ本体１２の大きさ、着用者等の違いに応じて種々の大きさや形状
のものが使用される。また、長時間に亘って防水性を保持でき、しかも肌触りの良好な材
質で形成されていることが望ましい。防水性を保持できることにより、冷却剤１６により
発生した水分が外部に漏出せず着用感が安定する。
【００２０】
　収納袋１４の、冷却剤１６を挿入するための開口部２０は、図３に示すように収納袋１
４の側面、あるいは平面に設けられ、冷却剤１６が直接外部に露出しないように構成され
ている。
【００２１】
　本発明は、解熱効果が良好な鼠蹊部１３を違和感なく冷やすのに適し、冷した状態で、
寝返り等したり、立ち上がって移動してもずれないから長時間に亘って安静な状態を維持
することができる。また、オムツ本体１２、冷却剤１６および収納袋１４は、使い捨てで
も、あるいは繰り返し使用することもできる。
【実施例】
【００２２】
　図５は実施例２の解熱機能付きオムツを示す正面図である。図４には図４と同一部分に
同一符号を付して重複説明を省略する。
　この実施例では解熱機能付きオムツ１０Ａとして、オムツ本体１２のウエスト部２２に
、装着者腹部の大半を覆う延出部２４を設けたものである。
【００２３】
　延出部２４を設けたことにより、冷却剤１６による、装着者腹部の冷えを防止するから
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長時間に亘って安静な状態を維持することができる。
【符号の説明】
【００２４】
１０　解熱機能付きおむつ
１１　着用者
１２　おむつ本体
１３　着用者鼠蹊部
１４　収納袋
１６　冷却剤
１７　溝
１８　装着面
２０　開口部
２２　おむつ本体のウエスト部
２４　延出部

【図１】

【図２】

【図３】
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